
女子中高生夏の学校 2022
～科学・技術・人との出会い～

参 加 報 告

夏学実⾏委員会は、研究者・技術者に加え、⾼校・⾼専教員や、中⾼⽣の頃夏学に参加した夏学OGの大学⽣
など、多種多様なメンバーで構成されています。分⼦⽣物学会会員として夏学にご協⼒くださったことがきっか
けでこの活動を支え続けていらっしゃる方々もおられます。

⼩林 美栄 会員（慶應大）

⼩林 郷介 会員（都医学研）

資格取得や視野を広げるために大学では獣医学科に進学して
獣医師の資格を取得しましたが
研究者になりたい気持ちは変わらず博士課程へ進学しました

実は研究者ってパートナーも研究者という人が結構多いです
⺟⼦での留学を経験しました
現在はワーキングマザーに関するさまざまな問題を体験中

発表スライド提供（2点）︓⼩林美栄・⼩林郷介
写真提供（2点）︓特定⾮営利活動法人 ⼥⼦中⾼⽣理⼯系キャリアパスプロジェクト

会員の皆様、募集の際には多くのお申し出をいただき、ありがとうございました︕

「夏学」は全国の⼥⼦中⾼⽣を対象としたキャリア教育プログラムで、⼥⼦中⾼⽣が科学技術に触れ、同分
野で活躍する⼥性や仲間と共に将来を考える機会を提供するものです。
学⽣たちはロールモデル（理⼯系で活躍する幅広い分野の研究者・技術者の方々）と様々なプログラムを通

じて触れ合い、仕事内容やその職に就くまでの経緯、日常⽣活などの話を聞いたり、質問や相談もすることが
できます。最終日までに自分のキャリアプランを仕上げてみることが夏学の目標のひとつです。
今年の夏学は8月7日〜8日の日程でオンライン開催され、26都道府県から115名の⼥⼦中⾼⽣が参加しまし

た。夏学ではプログラムの⼀環として協⼒団体の研究者・技術者による実験・ポスター発表・キャリア相談な
どを実施しており、男⼥共同参画学協会連絡会を通じて加盟学会へも参加募集が⾏われました。分⼦⽣物学会
では全会員に呼びかけ、有志の方にご協⼒いただきました。

「⽣命現象を分⼦レベルで理解する
〜あるウイルス研究者夫婦の試み」

日本分⼦⽣物学会キャリアパス委員会

〈ポスター・キャリア相談
「研究者・技術者と話そう」〉


